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岡田会　

  　月1 1日・1 2日に岡田会が開催され、2年の野寄、潮田そして1年の増田が参加い

たしました。  1日目は雨天のため打ちっぱなし場で練習を行い、岡田様の精密な計測

器を使用させていただきながら、ドライバーを飛ばすコツをご指導いただきました。

2日目には富士レイクサイドカントリー倶楽部にてラウンドを行いました。ゴルフの

技量が未熟な私ですが、岡田様に丁寧にご指導いただきながら回ることで、終始楽し

くプレーすることができました。この2日間の岡田会では、普段は経験できないお話

や貴重な体験をさせていただき、大変有意義な時間となりました。  この度はこのよ

うな貴重な機会を賜り、岡田様に心より御礼申し上げます。今後とも変わらぬご指導

ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

文責　増田①
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部内月例　

   月20日、栃木カントリークラブにて部内月例が開催され、1年生4名と2年生1名

の計5名が参加しました。朝は肌寒かったものの、日中は穏やかな秋晴れの中での

プレーとなり、絶好のゴルフ日和でした。

ラウンド中は和やかな雰囲気の中でも各自が集中してプレーをし、ショットの安

定性やパッティングの距離感など、課題を意識しながら取り組む姿が見られまし

た。アドバイスを交わしながら回ることで、技術面の成長だけでなく、コミュニ

ケーションやチームワークの大切さも実感できた一日となりました。

　　

文責　梅原①
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所さんのコンサート

  月26日、所さんのご厚意により、元ゴルフ部員で現大学院生の宇野さんと、2年

の山下が、垂井にある半兵衛ガーデンで開催されたコンサートに参加させていた

だきました。 会場に到着すると、まずその華やかで気品ある雰囲気に圧倒され、

数年前とは見違えるほどの素晴らしい空間に感銘を受けました。 演奏が始まると

プロの方々による圧巻のパフォーマンスに魅了されましたが、なかでも最も心を

揺さぶられたのは、所さんご本人による歌唱でした。 人生の厚みと温かさが滲み

出る声の一節一節が胸に響き、会場全体がその歌声に包み込まれるようでした。

歌い終えた瞬間、自然と大きな拍手が湧き上がり、誰もが感動の余韻に浸ってい

ました。このような貴重な機会をいただいた所さんに、心より感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。

文責　山下③



　秋合宿　
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1 1  月 1 2日から1 3日にかけて、栃木県矢板市のメイフラワーゴルフクラブにて秋
合宿を行いました。  今合宿には３2名の部員が参加しました。メイフラワーゴル

フクラブはコース難易度が高く、特にグリーンは非常に速く仕上がっており、私

自身距離感を合わせるのに苦戦しました。しかし、そのような環境の中でも冷

静にプレーを進め、ベストスコアを更新する部員の姿も見られました。また、ラ

ウンド後にはパターやアプローチの練習に多くの部員が励み、技術向上への意

欲が見られました。  全体での合宿ということもあり、学年を超えて親睦を深め

る機会にもなりました。今回の合宿で得た学びを今後の練習に活かし、さらな

るレベルアップを目指して精進してまいります。

文責　潮田②



　素より格別のご支援を賜り、誠にありがとうございます。  このたび主将を

務めさせていただくことになりました、経済学部2年の山下和将です。  これま

でお世話になったゴルフ部に恩返しできる機会をいただき、身の引き締まる思

いでございます。  主将として、OBOGの皆様への感謝の気持ちを忘れず、「全

員が成長できる部活」の実現を目指して全力を尽くしてまいります。  リーグ

戦においてもBリーグ昇格を目標に掲げ、周りの部員を引っ張っていける存在

になりたいと考えております。  至らぬ点も多々あるかと存じますが、今後と

もご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

   文責　山下③
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新幹部挨拶　



  素より格別のご支援賜り、誠にありがとうござい

ます。この度、副将に任命していただきました商

学部３年の田中雄也です。この１年、スコア面で

も運営面でもゴルフ部に貢献できるよう精進して

まいります。スコア面では、初のリーグ戦出場に

向けて、この１年今まで以上に妥協せずゴルフに

向き合っていく所存です。運営面では、「全員が成

長できる部活」の実現のため、主将山下と共に各

部員がスコア・運営など様々な場面で活躍できる

ような環境づくりに励んでまいります。また

OBOG訪問など、OBOGの皆様に現役の部活を知

ってもらう場を通じて、OBOGの皆様に応援した

いと思ってもらえるような部活を作って行きたい

と思います。  今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろ

しくお願い申し上げます。        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

文責　田中③
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新幹部挨拶　　

平

　素よりお世話になっております。

今年度、副将を務めさせていただくことと

なりました、社会学部3年の遠山嘉六です。

このようにゴルフ部に貢献する機会をいた

だけたことを大変嬉しく思うとともに、身

の引き締まる思いです。個人としても、リ

ーグ戦など悔いを残さないように取り組む

ことはもちろん、スコア面・組織面の双方

において、少しでもゴルフ部にお返しでき

るよう精進してまいります。

また、ゴルフ部をまとめてきてくれた主将

の山下を少しでも支えながら、部員全員が

前向きにゴルフに打ち込める環境を整えら

れるように全力を尽くす所存でございま

す。

今後とも、ご指導ご教鞭のほどよろしくお

願いいたします。

文責　遠山③

平



　年度女子部主将を務めます、李  美優と申します。女子部では、今秋のリー

グ戦において念願のリーグ昇格を達成することが出来ました。リーグ昇格を牽

引して下さった先輩方が引退されたいま、まずは、やっと手にしたDリーグと

いう舞台になんとしてでも踏みとどまれるよう部員を鼓舞し、その先も強いゴ

ルフ部を更新し続けられるよう、土台作りにも尽力したいと考えております。

男子部と切磋琢磨しながら成長してまいりますので、ご指導・ご鞭撻の程、よ

ろしくお願い申し上げます。

文責　李③
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新幹部挨拶　
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　年度女子部副将を務めさせいただきます、漆

山夏央と申します。 OBOG の皆様、日頃より

多大なご支援をいただき、誠にありがとうござ

います。  私は今まで、偉大な先輩方に引っ張

ってもらい、計3回のリーグ戦を経験してきま

した。そして前回の秋季リーグ戦では、女子部

史上初である、念願のDブロック昇格を果たす

ことができました。  先輩方が引退され、実力

面でも運営面でもたくさんの不安はあります

が、頼れる同期と協力して、自分たちなりに部

活を率いていきたいと思っています。また、リ

ーグ戦では何としてでもDブロックを死守する

べく、同期・後輩を巻き込んで練習に邁進して

参ります。至らない点も多々あるかと思います

が、温かく見守っていただけると幸いです。

文責　漆山③
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　の度、女子部副将を務めさせていただ

きます、商学部3年の葛原万央と申しま

す。女子部は、今年度秋リーグ戦におい

て念願であったDリーグ昇格を果たすこ

とができました。これは日々努力を重ね

てきた部員一人ひとりの成長はもちろ

ん、変わらぬご支援をいただいている皆

さまのお力添えの賜物です。改めて深く

感謝申し上げます。

副将として、部員一人ひとりが自信を持

って練習や競技に臨めるよう支え、チー

ム全体の底上げに努めて参ります。

また、女子部一丸となって、まずはDリ

ーグを確実に維持し、さらにはCリーグ

昇格を実現できるよう、より強い組織づ

くりに邁進して参ります。引き続きご指

導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申

し上げます。

    文責　葛原③
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　晩秋の冷え込みが一段と厳しくなり、冬の訪れを感じる季節となりました。皆

さまにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。部員たちは寒さに負けぬよ

う、ゴルフの鍛錬にも勉学にも励んでおります。

　さて、1 1月2 2日から2 4日まで一橋祭が開催されます。ゴルフ部は今年も例年

通り、１年生を中心にチュロスの模擬店を出店いたします。お時間がございまし

たらぜひお立ち寄りください。甘いチュロスとともに、今のゴルフ部の雰囲気を

感じていただけることと思います。

　最後になりましたが、私たちがこのように活動を重ねられているのは、ひとえ

にOB・OGの皆さまの温かいご支援があってこそです。心より感謝申し上げま

す。

　今月号も最後までお読みいただき、ありがとうございました。寒さ厳しき折、

どうかご自愛のうえお過ごしください。

　　　広報担当：３年角谷海空・関川夏帆子・田中雄也

２年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰

１年山浦輝貴・増田葉夏・高野絵里　
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編集後記


